
成
長
の
た
め
の
貨
物
輸
送
力
を
拡
充
す
る
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
与
那
国

島
で
水
揚
げ
さ
れ
る
大
型
の
カ
ジ
キ
や
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
久
米
島
の
ク
ル
マ
エ

ビ
、
南
大
東
島
で
豊
富
に
水
揚
げ
さ
れ
る
マ

グ
ロ
や
サ
ワ
ラ
、
北
大
東
島
で
の
ア
ワ
ビ
な

ど
の
海
産
物
資
源
を
、
迅
速
か
つ
大
量
に
運

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
な

ど
も
積
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
離
島
で
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
貨
物
室

を
大
き
く
と
っ
た
こ
の
仕
様
は
世
界
初
。
沖

縄
の
離
島
事
情
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
た
航
空
機
な
の
で
す
。

島
を
つ
な
い
で

沖
縄
の
経
済
発
展
に
貢
献

R
A
C
社
長
の
伊
礼
恭
は
「
2
0
1
7

年
度
末
ま
で
に
現
有
の
5
機
す
べ
て
を
こ
の

Q
4
0
0
カ
ー
ゴ
・
コ
ン
ビ
に
更
新
す
る
予

定
で
、
旅
客
・
貨
物
と
も
に
輸
送
力
の
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

Ｒ
Ａ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
離
島
の
皆
さ
ま
の

利
便
性
を
第
一
に
、
多
く
の
島
か
ら
な
る
沖

縄
の
観
光
振
興
、
経
済
発
展
に
貢
献
で
き
る

航
空
会
社
を
目
指
し
ま
す
。

琉
球
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
は

創
立
30
周
年

琉
球
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー（
R
A
C
）

は
、
沖
縄
地
域
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
離
島
の

大
切
な
足
と
し
て
、
2
0
1
5
年
12
月
24

日
、
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

R
A
C
が
地
元
の
自
治
体
や
地
場
の
企

業
な
ど
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の

は
、
1
9
8
5
年
の
こ
と
。
翌
1
9
8
6

年
に
は
必
要
な
免
許
を
取
得
し
、
1
9
8
7

年
2
月
に
那
覇
＝
慶
良
間
線
で
運
航
を
開
始

し
ま
し
た
。
当
初
は
、
9
名
乗
り
の
B
N
─

2
B
型
機
で
の
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
運
航
路
線
を
拡
大
し
、

沖
縄
本
島
を
中
心
に
離
島
間
を
広
い
範
囲

で
つ
な
ぐ
エ
ア
ラ
イ
ン
へ
と
成
長
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
39
名
乗
り
の
D
H
C
─8
─

1
0
0
型
機
4
機
と
50
名
乗
り
の
D
H
C

─8
─3
0
0
型
機
1
機
の
合
計
5
機
に
よ

り
、
南
・
北
大
東
島
や
与
那
国
島
、
久
米
島
、

多
良
間
島
な
ど
沖
縄
圏
域
12
路
線
を
結
び
、

1
日
約
41
便
を
運
航
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
初
め
て
の
機
体
　

2
0
1
6
年
4
月
、
こ
の
R
A
C
に
待
望

の
新
型
機
が
就
航
し
ま
す
。
そ
の
名
も
「
Q 

4
0
0
カ
ー
ゴ
・
コ
ン
ビ
」。
実
は
、
こ
の

機
体
は
「
世
界
初
」
な
の
で
す
。

正
式
名
称
は
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
D
H
C
─

8
─4
0
0
型
機
カ
ー
ゴ
・
コ
ン
ビ
仕
様
。

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
標
準
仕
様
で
は
74
席

あ
る
客
席
を
50
席
に
抑
え
、
ゆ
っ
た
り
と
お

座
り
い
た
だ
け
る
よ
う
座
席
間
隔
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
機
体
後
方
の
貨
物
室
を
拡
大
し

た
点
で
す
。
貨
物
室
の
広
さ
は
従
来
機
の
2.5

倍
。
新
し
い
航
空
機
の
就
航
は
、
人
々
の
移

動
の
足
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
地
場
産
業
の

琉球エアーコミューター
代表取締役社長

伊
い

礼
れい

 恭
たかし

貨
物
室
を
拡
大
し
た

地
元
待
望
の
航
空
機
を
導
入
！

琉
球
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

アワビの養殖事業に取り組んでいる
北大東村から
北大東村では、夏の
台風や冬の季節風な
どの影響で、海上で
水産物を育てる方法
では安定供給ができ
ないため、陸上養殖
に取り組んでいます。
特にアワビでは輸送力が大きな課題でしたが、
航空機の大型化による航空貨物輸送力のアッ
プは、地元にとっても大変ありがたいです。

クルマエビが特産物である
久米島漁業協同組合から
これまでは本土出荷のピー
ク時期（12月～1月）であっ
ても、航空機の貨物搭載量
が限られていたため4社の
クルマエビ生産事業者で生
産調整を行っていました
が、これが解消されます。
また近い将来、きれいで水
温や水質が安定しており、
栄養にも富んだ海洋深層水を使う量を10倍に
する計画もあります。その際は生産量を増や
すことも考えているので、今後の輸送力拡大
に期待しています。

貨物室が2.5倍に。体長が数メートル
あるカジキも丸ごと運べます。

（写真：垂見 健吾）

久米島漁業協同組合
参事　宮里 真次さま

北大東島研究所
所長　中島 英太郎さま

（写真：垂見 健吾）
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地域と
ともに


